【硬化療法とは】
下肢静脈瘤にはいくつかの治療法があります。その中で最も体への負担が少なく、治療時間が少ないといわれているのが硬化療法です。
所要時間は5～15分です。
硬化療法には、硬化剤という薬剤を使用します。
《手順》
1. 硬化剤を足の静脈に注射します。
1. 皮膚の上から包帯などを使用し圧迫します。
1. 翌日、血管の状態を確認します。

硬化療法は硬化剤によって、血管の内膜（血管の内側の膜）をくっつけて、患部の静脈を閉塞(へいそく)させます。静脈が閉塞することにより、静脈瘤は徐々に小さくなり、最後には吸収されて消えてしまいます。
静脈瘤が改善すると、血液は正常な静脈を流れるようになり、
症状や見た目が改善します。
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